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こんにちは松坂みち子です

今
年
の
目
標
は
、
何
を
お
い
て
も
選

挙
に
勝
つ
こ
と
で
す
。
憲
法
を
変
え
て

戦
争
で
き
る
国
に
戻
す
の
か
、
消
費
税

１
０
％
増
税
で
経
済
も
暮
ら
し
も
悪
化

さ
せ
る
の
か
、
カ
ジ
ノ
誘
致
を
許
す
の

か
、
な
ど
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
７
日
投
票
の
県
議
選
、
同
月
２

１
日
投
票
の
市
議
選
、
７
月
の
参
院
選
。

連
続
勝
利
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
力
を
注

ぎ
き
る
決
意
で
す
。
ど
う
ぞ
み
な
さ
ん

の
お
力
添
え
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

個
人
的
に
は
、
３
月
に
８

人
目
の
孫
が
産
ま
れ
、
連
休

に
は
末
娘
が
結
婚
の
予
定
で

す
。
二
つ
の
う
れ
し
い
で
き

ご
と
の
間
に
私
自
身
の
選
挙

が
あ
る
と
い
う
、
な
ん
と
も

言
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
娘
た
ち
へ
の
祝
福
の

た
め
に
も
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

現
在
朝
の
宣
伝
活
動
を
、
紀
三
井
寺
、

宮
前
、
中
之
島
、
生
協
病
院
前
な
ど
、

街
頭
宣
伝
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
見

か
け
た
ら
何
か
合

図
を
送
っ
て
く
だ

さ
る
と
あ
り
が
た

い
で
す
。
と
て
も

元
気
が
出
ま
す
。

みち子のひとりごと

選挙の年

今年は初日から行動開始！
１月１日、地元の吉田交差点で、井本ゆういちさん、前ひさしさんと一緒に新年のごあい
さつの宣伝を行いました。
憲法を変えて戦争する国にするたくらみはストップを。消費税１０％への引き上げもストップ
を。和歌山にカジノはいらない。国保料の引き下げを。安心して利用できる介護の制度に。

中学校の給食は小学校と同じよう
に全員が食べられるものに。被災し
た方への支援の充実を。市民の移
動手段の確保を、等々。課題はた
くさんあります。課題解決のために
取り組んでいきます。ぜひみなさん
のお力をお貸
しください。と
訴えました。

１月２０日（日）１１時半より
新春のつどい（中之島会館）に

ぜひお越しください。
準備の都合上、事前の申し込みが必要です。
090-1702-7310（松坂）まで。

６日（日）には、
宮地域でも宣伝を
行いました。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。い

よ
い
よ
本
番
の
年
に
な
り
ま
し
た
。

去
年
は
ず
っ
と
「
来
年
４
月
に
市
議
会

に
挑
戦
し
ま
す
」
と
言
っ
て
き
た
の
で
、

年
頭
か
ら
の
宣
伝
で
同
じ
よ
う
に
言
っ

て
し
ま
い
、
何
度
も
言
い
直
し
て
い
ま

す
。さ

て
、
私
の
好
き
な
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
で
す
が
、
本
場
米
国
で
シ
ー

ズ
ン
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
て
お

り
、
２
月
４
日
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

（
全
米
優
勝
決
定
戦
）
ま
で
、
連
日
Ｂ

Ｓ
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

カ
ー
リ
ン
グ
も
男
子
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
チ
ー
ム
は
解
散
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
が
、
女
子
の
Ｌ
Ｓ
北
見
は
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
第
二
戦
で
優
勝
な
ど
、
好
調

で
す
。

私
も
金
メ
ダ
ル
が
取
れ
る
よ
う
に
、

さ
ら
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は

井
本
ゆ
う
い
ち
で
す

危ないぞ！
みんなで止めよう安倍改憲
1.19和歌山県民のつどい

2019年１月19日（土）
12時半開場 13時半開会
県民文化会館大ホール

芸人9条の会：桂文福
相撲甚句、河内音頭、
そして９条新作落語

慶応大名誉教授・弁護士：小林節
講演：安倍改憲をなぜ阻止しなけれ

ばならないのか

主催：危ないぞ！みんなで止めよう安倍
改憲1・19和歌山県民のつどい実行委員会

世界の子どもたちに
愛された小説の作者、
ドイツのエーリヒ・ケ
ストナーが生まれてか
ら２月で１２０年になり

ます▼忘れてならないのは彼を含めて世
界の人々を塗炭の苦しみに陥れた第２次
世界大戦開戦から今年は８０年というこ
とです。１９３９年９月１日、ナチス・
ドイツがポーランドに侵攻し世界は大戦
に突入しました▼代表作『飛ぶ教室』が
書かれたのはナチスが政権をとった１９
３３年。舞台はドイツの９年制学校であ
るギムナジウムと寄宿舎。生徒たちのク
リスマス物語です。政治の話など出てき
ません。しかし、作品には、迫りくる戦
争の危機にどう立ち向かうべきか、意味
深い言葉がちりばめられています▼登場
人物のクロイツカム先生は生徒たちの乱
暴をこうたしなめます。「平和を乱すこ
とがなされたら、それをした者だけでな
く、止めなかった者にも責任はある」
（池田香代子訳）。ケストナーは前書き
で「かしこさをともなわない勇気は乱暴
でしかないし、勇気をともなわないかし
こさは屁（へ）のようなものなんだよ！」
と呼びかけました▼ケストナーの作品は
ナチスの手で焚書（ふんしょ）にされま
した。「へこたれるな！くじけない心を
もて！」。『飛ぶ教室』の一節は自分を
含めてへこたれそうな人々を奮い立たせ
る言葉だったでしょう▼自分が利益と考
えることのために、他者を犠牲にしてか
えりみない人物が指導者に就く国が今も
あります。くじけず、へこたれず、勇気
と賢さを。ケストナーの呼びかけを年の
初めにかみしめたい。
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